
データセンタの省エネ冷却技術開発

ＮＥＣ スマートエネルギー研究所
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データセンタにおける冷却電力が大きいという課題

▌データセンタ内ではホットスポットが生じ、消費されている電力の約１／２は、ＩＴ機
器の冷却と、そのＩＴ機器の排熱を冷却するための空調設備が消費している

送風電力（２１％）

省エネ効率：高

ファン電力（７％）

冷凍機電力

※大成建設㈱様Ｗｅｂより

ＤＣの消費電力内訳

ホットスポット発生

排気が循環

周囲のラックの供給分
も吸気

高風量で冷却する機器

ホットスポット
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冷却電力を削減するための施策

▌現在、ホットスポットを解消するための様々な施策が行われている

冷却部材コスト
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１（削減なし）

アイルキャップ

０．４
（６０％削減）

局所空調

既存技術

ラック排気を冷却

小部屋で吸排気を分離

ラックの排熱を水冷 ラック隣に空調機

ラック冷却

ＮＥＣの開発技術

水配管

冷媒冷却
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ラック冷却のイメージ

空調機

熱輸送

受熱部

従来

今回の技術

ラック

ラック

空調機

空調機

排気熱（空気）

１／２排気熱
（冷媒で熱輸送）

１／２排気熱（空気）

冷水管

冷水管

空調負荷：
１／２

ラックの排熱経路

受熱部

空気を介さず直接室外へ

ラック冷却技術

屋外放熱

屋外放熱

▌サーバの熱を屋外に輸送して放熱することで、空調機が冷却すべき発熱量を削減
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研究開発したラック冷却技術の特長

受熱部

受熱部が一つの場合

上側は気体のため
吸熱しない

下側は圧力が高く
沸騰しづらい

サーバ

受熱効率が高い部分

全段で高い受熱効率を実現

受熱部を多段にすると

受熱部 サーバ

▌受熱部を多段に実装することで、高い吸熱効率を実現

▌ＧＷＰの小さい（従来の１／２以下）冷媒を使用することで、低環境負荷を実現
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空調電力削減効果

▌ラックの排熱の５０％以上の熱を屋外に輸送

▌ホットスポットの発生を抑制し、空調電力を５０％削減（１２ｋＷ／ラックの場合）
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*熱輸送効率：輸送した熱量／ラックの発熱量

今回開発した

多段受熱部構造

（参考）１段受熱部構造
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空調電力削減効果（１２ｋＷ／ラック）

放熱
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まとめ

▌ラックの排気を高効率で冷却する、多段受熱構造をリザーブタンク流路構造の開
発により実現しました。

▌この流路構造により、低圧冷媒でもラックの排熱の５０％以上を屋外に輸送でき
るため、空調電力を従来方式と比較して５０％削減可能となります。

▌ＧＷＰの小さい冷媒を使用することで、低環境負荷を実現しました。

ＮＥＣは今後も、お客様の電力コストの削減と省エネルギー社会
を実現するための製品を開発し続けます


